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公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方について
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国立情報学研究所（NII)

（大学間等の高速通信ネットワーク）

〇研究データの公開・共有を推進、産学官のユーザがデータを検索可能

〇ムーンショット型研究開発制度における試行(2020年度開始）、その後、次期SIPに導入

全ての公募型の研究資金の新規公募分に導入(2023年度まで）

高度化・一体的運用
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2020年度に本格運用開始
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欧州等の海外の
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研究データ基盤システムを中核としたデータ・プラットフォームの構築


